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法人研究発表会で理事長賞
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排泄ケア学習のひとこま 夏祭りでのひとこま
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担当 看護部長
西 堀 病 院
社会医療法人仁生会

先輩ケアワーカーからのメッセージ

 充実したケアの学習初心者の方でも安心して学びながら仕事ができます
 共に深めたケアを学ぶことができる職場です
 家族が介護を必要とした時、知識・経験で関わることができます
 患者さまに感謝されながら喜んでもらえる奥の深い仕事です
 人と人とのふれあいを大事にしています
 託児所があるので子供が小さくても働きやすい

函館市・中道にある、在宅・社会復帰支援を
主とした病院です。
患者さまと医療スタッフが、地域に根ざした
心を通わせる介護をめざし頑張っています。

当法人は介護福祉士をめざす方を資格取得奨学金制度で強力にバックアップします

指定養成校を卒業していない場合、介護福祉士の国家試験の受験資格には３年以上の
実務経験が必要です。当法人では次の資格取得奨学金制度で応援します。

 国家試験受験費用（旅費・交通費）の全額貸与
 初任者研修費用・実務者研修費用の全額貸与
 介護福祉士国家試験合格後、１年間勤務することで返済免除



募集要項

ケアワーカー（病棟介護職員）職種

正職員（早出、遅出、夜勤勤務可能な方）／契約社員（1年契約、更新の可能性あり）／パート
※夜勤業務ができるまでは契約社員となります。

雇用形態

西堀病院（１６８床）就業場所

介護福祉士、ヘルパー2級以上、介護初任者研修修了者、無資格でも可（入職後介護初任者研修取得支援あり）資格

患者さまの介護に関する業務（入浴介助、おむつ交換などその他付随する業務）仕事内容

（１）日勤／８：３０～１７：００（休憩１時間） （２）早出／７：００～１５：３０（休憩１時間）
（３）遅出／１２：３０～２１：００（休憩１時間） （４）夜勤／１６：３０～９：００（休憩９０分）
※随時相談に応じます ※夜勤は入社後６ヶ月～１年経過後行います。

勤務時間

完全週休２日制（シフト制による） 年間休日１２5日（令和7年度実績）
土曜／日曜／祝祭日／年末年始／開院記念日／夏休み／年次有給休暇（初年度１０日）

休日・休暇

パート契約社員正職員

時給
1,080円～

基本給 141,500円（初年度）

161,300円（初年度・
介護福祉士）

通勤手当 2,000円～12,000円
夜勤手当 6,000円（１回）
(月4回の場合 6,000円×4回＝24,000円)

介護職員処遇改善手当 5,000円
年末年始手当 3,000円

基本給 161,300円～（初年度）（介護福祉士）
扶養手当（対象者のみ）、住宅手当（対象者のみ）
通勤手当 2,000円～12,000円
夜勤手当 6,000円（１回）
（月４回の場合 6,000円×4回＝24,000円）
年末年始手当 3,000円

給与

２ヶ月（調整手当として均等割りで
毎月支給）
（初年度月額
23,590円～26,890円）

月額支給額
172,090円～200,190円
（夜勤なしの場合）

賞与 年2回（前年実績：標準4.0ヶ月）
期末手当（前年実績：標準0.5ヶ月）
寒冷地手当（前年実績：標準0.8ヶ月）
※賞与・期末手当は人事考課制度により変動あり
燃料手当 35,000円～10,5000円
月額支給額

187,300円～ （夜勤4回の場合）
200,600円～210,600円
（初年度）（経験5年の介護福祉士の場合）

賞与等

勤続3年以上（試用期間を除く）退職金制度

雇用保険／労災保険／健康保険／厚生年金加入保険

育児休業制度、介護休業制度、看護休業制度、介護職員初任者研修取得支援制度、
介護福祉士資格奨学金制度、准看護師・看護師奨学金制度、職員専用駐車場（月３，０００円）

その他
待遇

准看護師・看護師奨学金制度

准看護師養成校、看護師養成校へ進学し、国家試験合格後、西堀病院に勤務することを希望する方を
対象に奨学金を貸与します。
 看護師養成校へ進学の場合（３年課程、４年課程）

３年課程 月額７０，０００円を３年間とし、毎月支給／４年課程 月額７０，０００円を４年間とし、毎月支給
 准看護師養成校へ進学の場合

月額４０，０００円を２年間とし、毎月支給します。
※資格取得後、規程の年数を勤務することにより返済を免除します。

基本理念 「癒す人と癒される人の和」

私たちは、患者さま・利用者さまとその家族の方々との「和」をもっとも大切なものと思っています。
「医療・福祉を提供する側」と「医療・福祉を受ける側」が信頼という輪（和）でしっかりと結ばれることで理想の
医療・福祉を提供できると考えます。


